
Public Information IBIGAWA 2

▲学校ごとの提言の様子

　

８
月
６
日（
火
）、
揖
斐
川
町
役
場
議
場

で
、中
学
生
議
会
が
行
わ
れ
、町
内
６
校
の

代
表
17
人
が
議
員
に
な
り
町
政
に
つ
い
て

質
問
や
グ
ル
ー
プ
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
中
学
生
議
会
の
議
長
は
、
揖
斐

川
中
学
校
３
年
の
林は
や
し

千せ
ん

里り

さ
ん
が
務
め
ま

し
た
。

　

第
１
部
で
は
、各
議
員
か
ら
郷
土
や
学
校

の
誇
り
に
つ
い
て
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
の「
揖
斐
川
町
を
よ
り
発
展
さ

せ
る
た
め
の
町
へ
の
質
問
や
提
言
」で
は
、

中
学
生
な
ら
で
は
の
活
発
な
提
案
や
要
望

が
あ
り
、
町
政
へ
の
関
心
の
高
さ
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

答
弁
を
し
た
宗
宮
町
長
は
、「
今
後
も

若
い
人
が
自
由
に
提
案
で
き
る
場
を
作
り

た
い
」
と
語
り
、
議
長
の
林
さ
ん
は
議
会

を
振
り
返
り
、「
提
言
や
質
問
が
で
き
う

れ
し
か
っ
た
。
町
政
が
少
し
わ
か
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

▲北和中少年消防クラブによる放水 ▲応急救護訓練

▲住民避難の様子

▲真剣な表情でみつめる子どもたち

災
害
か
ら
命
を
守
る
揖
斐
川
町
総
合
防
災
訓
練

～
災
害
に
強
い
町
を
め
ざ
し
て
～

中
学
生
議
会
開
会

～
生
徒
ら
が
町
政
に
提
言
～

公
正
金
魚
す
く
い
大
会

～
大
人
も
童
心
に
返
っ
て
～

　

８
月
３
日（
土
）、
久
瀬
公
正
公
民
館
で

金
魚
す
く
い
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
９
回
目
に
な
る
金
魚
す
く
い
大

会
に
は
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
約
90
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
を
目
的
に
久
瀬
公
正
公
民

館
が
始
め
た
金
魚
す
く
い
は
、
年
齢
に
関

係
な
く
楽
し
め
る
と
好
評
で
、
大
人
も
童

心
に
帰
っ
て
ポ
イ
（
紙
が
貼
ら
れ
た
金
魚

を
す
く
う
道
具
）
を
金
魚
に
向
か
っ
て
走

ら
せ
ま
し
た
。
紙
が
破
れ
な
い
よ
う
に
金

魚
を
す
く
う
に
は
コ
ツ
が
必
要
と
話
す
小

学
生
の
参
加
者
は
、
次
か
ら
次
へ
と
お
椀

に
金
魚
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

小
学
生
の
部　
　

久
瀬
小
学
校
４
年

高た
か

橋は
し　

拓た
く

見み

さ
ん

　

一
般
の
部�

杉す
ぎ

山や
ま

麻ま

衣い

子こ

さ
ん

　

８
月
25
日（
日
）、
大
地
震
を
想
定
し
た

防
災
訓
練
が
、
北
和
中
学
校
を
主
会
場
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
静
岡
県
駿
河
湾
と
紀
伊
半
島

南
東
沖
を
そ
れ
ぞ
れ
震
源
と
す
る
地
震
が

連
続
で
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
も
の

で
、
町
全
域
で
約
１
万
人
が
地
域
の
集
会
場

に
避
難
す
る
な
ど
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
会
場
で
は
、
電
気
・
水
・
ガ
ス
・
道

路
・
通
信
な
ど
の
関
係
機
関
に
よ
る
復
旧

訓
練
や
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
や
大
和
小
学

校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
、
赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出
し
、

災
害
救
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
負
傷
者

搬
送
訓
練
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
行

わ
れ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
災
害
時
の

体
制
や
連
携
を
確
認
し
、
防
災
意
識
を
高

め
ま
し
た
。
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８
月
16
日（
金
）、
春
日
川か

わ
い合
地
区
で
川

合
太
鼓
踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

川
合
太
鼓
踊
り
は
、
鮮
や
か
な
衣
装
を

着
た
９
人
の
踊
り
手
と
４
人
の
笛
な
ど
で

構
成
さ
れ
、
ボ
ン
デ
ン
と
い
う
幣
束
を
も

つ
踊
り
手
が
、
列
の
先
頭
に
立
っ
て
踊
り

の
指
揮
を
と
り
、
列
の
最
後
尾
に
は
「
ヤ

ク
ガ
シ
ラ
」
と
い
う
踊
り
手
が
大
太
鼓
を

抱
き
か
か
え
、
激
し
く
動
き
な
が
ら
太
鼓

を
打
ち
鳴
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
川
合
太
鼓

踊
り
は
踊
り
手
の
顔
が
見
え
な
い
と
い
う

珍
し
い
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

光こ
う

明み
ょ
う

寺じ

で
は
大
勢
の
見
物
客
が
見
守
る

中
、
お
盆
の
時
期
に
合
わ
せ
た
力
強
く
も

華
や
か
な
先
祖
供
養
の
送
り
太
鼓
と
し
て

舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

▲ＴＲＹの和太鼓演奏

▲華麗な伝統の舞（光明寺にて）

▲峯神社での踊りの様子

三
倉
の
太
鼓
踊
り

～
力
強
い
舞
を
披
露
～

　

三
倉
の
太
鼓
踊
り
（
県
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
）
が
、
８
月
15
日（
木
）、
三み

倉く
ら

地

区
（
久
瀬
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
踊
り
は
、
約
７
０
０
年
前
に
源
氏

の
武
将
た
ち
が
戦
勝
を
祝
っ
て
踊
っ
た
の

が
は
じ
ま
り
と
さ
れ
、
現
在
は
雨
乞
い
や

無
病
息
災
を
祈
願
す
る
踊
り
と
し
て
、
三

倉
古
代
太
鼓
踊
り
保
存
会
が
伝
統
を
受
け

継
い
で
い
ま
す
。

　

福ふ
く

田で
ん

寺じ

を
道
行
き
の
踊
り
で
出
発
し
た

踊
り
手
は
、
峯み

ね

神
社
で
宮み

や

入い

り
や
し
ゃ
ぎ

り
な
ど
の
輪
踊
り
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

大
勢
の
見
物
客
が
見
守
る
中
、
華
や
か

な
「
シ
ナ
イ
」
を
背
負
っ
た
踊
り
手
が
力

強
い
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

春
日
の
太
鼓
踊
り

～
華
麗
な
踊
り
で
魅
了
～

お
十
七
夜
コ
ン
サ
ー
ト

～
谷
汲
山
華
厳
寺
～

　

８
月
17
日（
土
）、
谷
汲
山
華
厳
寺
の
境

内
で
、「
お
十
七
夜
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
や
参
道
の
賑に

ぎ

わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と

地
元
の
人
た
ち
の
創
意
工
夫
で
始
ま
っ
た

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
年
々
盛
り
上
が
り
を

見
せ
、
こ
の
日
は
、
約
１
０
０
０
人
の
来

場
者
が
会
場
を
埋
め
ま
し
た
。

　

出
演
は
和
楽
器
奏
者
の
凛り

ん

花か

さ
ん
率
い

る
和
太
鼓
ユ
ニ
ッ
ト
の
「
Ｔと

Ｒら

Ｙい

」。

　

来
場
者
は
迫
力
あ
る
和
太
鼓
や
優
雅
な

「
し
の
笛
」
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

由
緒
あ
る
谷
汲
山
華
厳
寺
の
仁
王
門
を

バ
ッ
ク
に
か
が
り
火
や
照
明
で
演
出
さ
れ

た
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
、
力
強
い
和
太

鼓
と
情
感
た
っ
ぷ
り
の
音
色
が
月
夜
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。

▲写真左から　小寺さん　杉山さん　山本さん

身
体
障
害
者
相
談
員
が

功
労
者
表
彰
を
受
賞

　

８
月
８
日（
木
）に
本
巣
市
で
開
催
さ
れ

た
第
53
回
岐
阜
県
身
体
障
害
者
相
談
員
研

究
大
会
で
、
揖
斐
川
町
の
身
体
障
害
者
相

談
員
３
名
に
岐
阜
県
知
事
感
謝
状
な
ど
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
身
体
障
害
者
相
談
員
は
身
体
障
が

い
者
（
児
）
の
福
祉
増
進
に
理
解
と
熱
意

の
あ
る
方
が
町
か
ら
12
名
委
嘱
さ
れ
て
お

り
、
補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
の
給
付
制

度
の
案
内
、
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
表
彰
で
は
、杉
山
た
つ
子
さ
ん（
北

方
）
に
知
事
感
謝
状
、小
寺
敏
秀
さ
ん
（
川

合
）
と
山
本
豊
彦
さ
ん
（
小
津
）
に
会
長

表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
知
事
感
謝
状

の
杉
山
さ
ん
は
、
11
年
に
わ
た
る
相
談
員

と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
授
与

と
な
り
ま
し
た
。
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▲舞殿の音楽ライブの様子

▲宿毛市での刺身づくり ▲芽室町でのジャガイモの収穫体験

▲派遣団出発式

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
イ
ビ
ガ
ワ

～
Ｇ
Ｏ
　
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
～

　

８
月
23
日（
金
）か
ら
27
日（
火
）ま
で
、

町
内
の
小
学
校
６
年
生
20
人
が
県
外
派
遣

研
修
で
北
海
道
芽め

室む
ろ

町
と
高
知
県
宿す

く

毛も

市

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
、
現
地
の
小
学
校
と
の
交
流

や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
の
文
化
や
産
業
に
触
れ

見
聞
を
深
め
ま
し
た
。

　

芽
室
町
で
は
農
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫

な
ど
十
勝
平
野
の
大
規
模
な
農
業
を
体

験
。
宿
毛
市
で
は
、
海
で
か
ご
漁
を
体
験

し
、
と
れ
た
て
の
魚
を
自
分
で
さ
ば
い
て

味
わ
っ
た
り
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど

を
楽
し
み
、
岐
阜
県
に
は
な
い
「
海
」
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

研
修
を
終
え
た
児
童
ら
は
、「
研
修
で

学
ん
だ
こ
と
を
学
校
の
友
達
や
家
族
に
伝

え
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
25
日（
日
）、
夏
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
イ
ビ
ガ
ワ
」
が
三
輪

神
社
で
開
か
れ
、
約
１
０
０
０
人
が
音
楽

ラ
イ
ブ
や
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内
の
若
い
世
代

の
有
志
ら
が
地
元
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

を
と
企
画
し
た
も
の
で
、
今
回
が
７
回
目

の
開
催
で
す
。
こ
の
日
の
朝
は
、
雨
が
降

っ
た
た
め
開
始
が
少
し
遅
れ
た
も
の
の
、

午
後
か
ら
は
天
候
が
回
復
し
、
夏
フ
ェ
ス

に
相
応
し
い
青
空
の
下
で
の
開
催
に
な
り

ま
し
た
。

　

舞
殿
で
は
、沖
縄
音
楽
の「
Ｒ
ｙ
ｕ

－

Ｓ
ａ

ｗ
」や
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
ラ
イ

ブ
が
行
わ
れ
、
心
地
の
良
い
音
が
境
内
に

響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
に
も
会
場
で
は
飲
食
の
ブ
ー

ス
や
雑
貨
を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
な
ど
が
あ

り
、来
場
者
は
夏
の
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

▲水道施設清掃の様子

　

８
月
21
日（
水
）、
揖
斐
川
町
の
水
道
工

事
店
有
志
15
社
が
、
町
内
の
上
水
道
配
水

池
な
ど
、
水
道
施
設
３
か
所
の
清
掃
奉
仕

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
奉
仕
活
動
に

は
、
15
事
業
所
か
ら
各
１
名
、
計
15
名
が

参
加
し
て
早
朝
か
ら
お
昼
ま
で
、
水
道
施

設
や
そ
の
周
辺
の
草
刈
り
を
く
ま
な
く
行

い
、
施
設
の
美
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
施
設
周
辺

は
、
と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

清
掃
奉
仕
活
動
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

水
道
施
設
を
美
し
く

～
清
掃
奉
仕
活
動
～

小
学
生
県
外
研
修
派
遣
事
業
（
北
海
道
芽
室
町
・
高
知
県
宿
毛
市

）

～
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
農
業
・
漁
業
体
験
と
学
校
交
流
～


